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北播磨地域デザイン会議 
「北播磨の未来を描くワークショップ」の概要 
 
《目的》 
30 年度の北播磨地域についてのビジョン

を若い世代が考えることで、北播磨地域の
将来を自分ごととして考え、愛着をもてる
若者を増やし、将来のビジョン委員を育成
するとともに、若い世代の意見や考えを踏
まえた新たな地域ビジョンの元となる地域
デザイン及びキャッチコピーを創出する。 
 
 
《開催概要》 
■開催回数：全５回 
■開催⽅法：対⾯式ワークショップ。第２回〜第４回はオンラインと併⽤開催。 
■開催日時、会場： 
・第１回：９⽉ 27 日（日）10:00〜12:30 三⽊市⽴市⺠活動センター（三⽊市） 
・第２回：10 ⽉ 11 日（日）10:00〜12:30 加⻄市⺠会館コミュニティセンター（加⻄市） 
・第３回：10 ⽉ 25 日（日）10:00〜12:30 ⻄脇市茜が丘複合施設 Miraie（⻄脇市） 
・第４回：11 ⽉８日（日）10:00〜12:30 滝野⽂化会館（加東市） 
・第５回：11 ⽉ 29 日（日）10:00〜12:30 うるおい交流館エクラ（⼩野市） 
 
《参加者情報》 
■延べ参加人数：100 名（会場参加：89 名、オンライン参加：11 名） 
■正味参加人数：43 名 
・地域別               ・年齢別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

市町 人数  年齢層 人数 
⻄脇市 ５名  24 歳以下 ６名 
三⽊市 14 名  25〜29 歳 ３名 
⼩野市 ５名  30〜34 歳 ６名 
加⻄市 ４名  35〜39 歳 ７名 
加東市 ８名  40〜44 歳 ６名 
多可町 ６名  45 歳以上 11 名 

他 １名  不明 ４名 
合計 43 名  合計 43 名 

ワークショップの組み⽴て 
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全ワークショップ グラフィックレコーディング一覧 
各回のワークショップで議論した経緯を、会場で記録されたグラフィック一覧です。 
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第１回ワークショップ 開催報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《当日の内容》 
第１回は、これから共に北播磨の将来像を考えていくメンバー同士の関係づくりを中心に、

参加者自身が北播磨についてどのようなことを感じているのかを共有する内容を中心に実
施しました。 
まずは参加者自身の北播磨地域への関

わりをペアでインタビュー。「この地域
に住んで（関わって）良かったな／良く
なかったなと思うこと」や「北播磨を知
らない人にすすめる私の北播磨自慢！」
などの設問から、普段の北播磨に対しど
のように感じているかを確認しました。 
それらを元に、グループごとに「北播磨

の強み・魅力」を検討。北播磨の特徴を
出すと同時に、「他地域にも自然はたくさんあるが、北播磨の自然って何がいいのだろう？」
など、どのような点が「北播磨らしさ」なのかについても語り合いました。これから地域ビ
ジョンを考えていくにあたり、他の地域にはない北播磨ならではのポイントを見つけてい
くことが大事であることを全体で共有した１回目の開催でした。 

《実施概要》 
■日時：2020 年９⽉ 27 日（日） 10:00〜12:30 
■会場：三⽊市⽴市⺠活動センター 大会議室（三⽊市） 
■参加者：23 名 
■プログラム： 
 １.北播磨県⺠局より事業の主旨説明 
 ２.アイスブレイク：共通点探し 
 ３.ペアワーク：北播磨らしさを探るインタビューワーク＆他己紹介 
 ４.グループワーク：私たちが思う「北播磨の魅力・強み（北播磨らしさ）」 

インタビューで見えてきた北播磨の印象 
田舎／のんびりしている／のどかさ／暮らし
やすい／日本酒・山田錦／金物・播州織／災害
少ない／都会との距離（良くも悪くも）／果物
／空気がきれい／コンパクトな田舎／人との
つながり・あたたかい／前向きな人が多い／
情報が入らない／近所がわかる／歴史伝統が
あるが伝わっていない／地域のかたまりの強
さ／季節が感じられる など 
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《第１回 グループワークまとめ》 
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第２回ワークショップ 開催報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《当日の内容》 
第２回は、北播磨地域が今どのような地域であるかを把握した上で、これからどのような

地域を目指していくのが良いかを話し合いました。また第２回目からオンライン参加も実
施し、オンライン上のグループで話し合いました。 
最初の情報提供は北播磨県⺠局から⾏

っていただきました。人口動態、子育て・
医療体制、進学・就職状況、産業構造・
雇⽤状況、観光・まちづくり、交通整備、
県⺠の意識調査など、様々な視点から現
状と将来予測についてデータを紹介。 
それらの現状についてどのような印象

を受けたかなど感想を分かち合った上
で、将来像の検討を⾏いました。まずは
個人が目指していきたい将来像を考え、
それらをグループで共有。参加者それぞれ印象に残ったポイントは様々ですが、目指したい
姿を語り合う中で、共通して大事にしたいポイントや大切にしたいポイントの関係性など
を探りました。 

《実施概要》 
■日時：2020 年 10 ⽉ 11 日（日） 10:00〜12:30 
■会場：加⻄市⺠会館コミュニティセンター ⼩ホール（加⻄市） 
■参加者：13 名（会場参加：10 名、オンライン参加：３名） 
■プログラム： 
 １.前回の振り返り、グループごとで自己紹介 
 ２.情報共有：データで見る北播磨（北播磨県⺠局より） 
 ３.感想共有・質疑応答：情報提供から印象に残ったこと・気になったこと 
 ４.グループワーク：こんな北播磨だからこそ目指したい 30 年後の地域像 

「データから見る北播磨」感想共有 
外国人の人口が増えている実感はあったが、
データで見ると納得／特に女性の人口減少／
イベント頑張っている、応援したい／産業別
に分けると特徴が見つけられる／地元愛の低
さに驚き。いいものがあっても知らないの
か、関心が薄いのか／スポーツレクリエーシ
ョン分野一位がすごい／農業が栄えているが
後継がいない／ など 
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《第２回 グループワークまとめ》 
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第３回ワークショップ 開催報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《当日の内容》 
第３回は、まず目指すビジョンで設定

される 30年後の未来のイメージを全体
で共有しました。右表のような世の中
が想定される中で、私達の北播磨地域
はどのような地域になっていくといい
か。今回はオンライン参加者も会場参
加者も、全員でグループを交代しなが
ら北播磨の将来像を検討しました。 
最後に話し合いを踏まえ「これから

大事にしていきたいポイントは？」に
ついて各グループでまとめ。未来視点から「人と人とがつながる」「いいねが言い合え
る」「若い世代が活躍」「郷土愛が育める」「地域資産を守り発信する」「自然や田舎の良さ
を残す」「いなかだからできる」などの意見とともに、第１回・第２回ではあまり出てき
ていなかった「多様な人が共生する」「壁のない地域」「北播磨全域が身近に感じられる」
「北播磨の一体化」などのポイントも話し合われことが印象的でした。 
 

《実施概要》 
■日時：2020 年 10 ⽉ 25 日（日） 10:00〜12:30 
■会場：⻄脇市茜が丘複合施設 Miraie 多目的ホール（⻄脇市） 
■参加者：24 名（会場参加：20 名、オンライン参加：４名） 
■プログラム： 
 １.前回の振り返り、アイスブレイク：最近新たに知ったこと・学んだこと 
 ２.グループワーク：30 年後の世の中ってどうなっている？  
 ３.個人ワーク：30 年後の私の状況をイメージ 
 ４.グループワーク：こんな未来が想定される中で、北播磨はどんな地域に 

なっているといい？ 

「30年後の世の中どうなっている？」 
・人口減少 ・外国籍の人の増加 
・地元が出る人が増える 
・人との出会いがなくなる 
・田舎の価値が高まる ・資源の取り合い 
・通勤なくなり、都会と田舎の境目がなくな
る 
・技術革新の進歩により情報格差が起こる 
・自動運転など交通アクセスの向上 
・仕事の内容や人間が担う役割が変わる な
ど 
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《第３回 グループワークまとめ》 
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第４回ワークショップ 開催報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《当日の内容》 
第４回では前回の流れから、兵庫県が

考える 30 年後の将来構想を共有。具
体的に想定される地域の将来イメージ
と、これまでの話し合いの内容踏まえ、
右表のように参加者一人一人が描きた
い北播磨の地域像を考えました。 
それを元に、テーマが近しいメンバー

同士でグループづくり。今回は「個人
の自己実現」「多様性・共生共存」「子育
て・教育」「自然・農業」の４つのテー
マに分かれました。 
それぞれのグループで目指したい地

域像「地域デザイン案」を検討。「なぜ
目指すのか」「どのような良いことがあ
るのか」などを具体的に考える中で、
北播磨だからこその地域像を明らかに
することを目指しました。  

《実施概要》 
■日時：2020 年 11 ⽉８日（日） 10:00〜12:30 
■会場：滝野⽂化会館 研修室（加東市） 
■参加者：18 名（会場参加：14 名、オンライン参加：４名） 
■プログラム： 
 １.前回の振り返り、アイスブレイク：最近私が感じた「北播磨らしさ」 
 ２.情報共有：30 年後の未来を知る  
 ３.個人ワーク：北播磨は将来こんなまちであってほしい 
 ４.グループワーク：テーマごとに地域デザイン案を検討 

個人ワークの内容 
・アクセスが良く自分らしい生き⽅ができる 
 人と人がつながり住み続けられる地域 
・日本で一番「こう生きたい」「こう暮らした 

い」の宣言がある地域 
・みんなが北播磨で生きがいを見つけ、人との 
 つながりを大切にして楽しんでいる 
・穀物を中心とした農産物の研究が盛んな地域 
・大自然が育む農産物を中心とした体験型の魅 

力を自信を持って発信していける地域 
・⼩規模循環型、住みやすい（そこそこ）便利 
 な田舎 
・高齢者、若者、女性、外国人など多様な人が 
 地域づくりに参画する北播磨 
・お⺟さんがイキイキしている地域 など 
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《第４回 グループワークまとめ》 
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第５回ワークショップ 開催報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《当日の内容》 
第５回ではこれまでの検討内容を踏

まえ、目指したい地域像を象徴する
キャッチコピーを検討しました。 
まずは前回検討した地域デザイン案

ごとに「これからの北播磨で大事に
したい要素・ポイント」をグループ
ごとに話し合い。次頁のように、そ
れぞれのデザイン案で大事にしたい
ことと全体的に大事にしていきたい
要素が出されました。 
それらの要素を会場全体で共有した

上で、キャッチコピー案を検討。30
年後の北播磨地域を担う若い世代の
参加者が、これから目指していきた
い地域像を象徴するような表現とし
て、どんなフレーズ・キーワードをビジョン検討委員会に届けたいか。全員で検討し、言
葉の思いを確認しながら、候補となるキャッチコピー案を選びました。 

《実施概要》 
■日時：2020 年 11 ⽉ 29 日（日） 10:00〜12:30 
■会場：うるおい交流館エクラ 市⺠交流ホール（⼩野市） 
■参加者：22 名 
■プログラム： 
 １.前回の振り返り 
 ２.グループワーク：これからの北播磨で大事にしたいポイント・要素の確認  
 ３.個人ワーク：これからの北播磨で目指したい地域像を象徴するキャッチコピー 
 ４.全体ワーク：キャッチコピー案の整理 

キャッチコピー案 
・のんびり あったかい 北播磨時間が標準時 
・次世代の「やりたい！」を叶えるグローカル 

な北播磨 
・べっちょないがつなげる街 
・ひょうごの中心で“べっちょない”をさけぶ 
・恋しい、帰りたくなる北播磨 
・今、食べてるソレ メードイン キタハリマ！ 
・ちょうどええとこ北播磨 
・ゆるいからこそ良い。みんな「べっちょな 

い！」の北播磨 
・いいね！が言い合える北播磨 
・共に創ろう北播磨 
・「だからできる」北播磨  など 
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《第５回 グループワークまとめ》 
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地域デザイン会議の全体まとめ 
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個人の自己実現

多様性・ 共生共存

子育て・ 教育

自然・ 農業

受け入れ側がおも し ろ がる

外から でも 関わり やすい、入り やすい

地理的に関わり やすい、 関わり し ろ がある

カ メ レ オン 的（ 周り の環境に変化し やすい地域）

安心感、 ゆる いつながり

自分のやり たいこ と ・ 活かし たいこ と

毎日じ ゃ なく 、 適度なつながり

住民主導（ 若い世代が活躍し ていける ）

互いの尊重（ いいねが言い合える）

互いの尊重（ いいね！が言い合える ）

カ テゴリ ーを 超えたつながり （ 外国人・ 障害者）

→相手を 知る のに一歩踏み出す

ふれ合わない人（ 障害者・ 外国人） へ興味を持つ

女性視点

交流の機会、 窓口を 知る 、 交流のし かけづく り 、 催し のカ タ チ

人と 人と がつながる

デジタ ル化⇄ リ アルなつながり の価値上がる

ICT・ A I が発達し ても 最後は人×人

アナロ グさ 残し たい

変化スタ ート の場（ 北播磨が発信の地と なる ）・ 化学反応

べっ ち ょ ない精神（ ゆる く 変化・ 風土・ 個々から 全体へ）

自分ごと 、行動につなげるつづいていく

北播磨から 世界へつながる まち

こ こ にいたら 何も でき ない閉塞感ではなく

子ども たち のやり たいこ と が叶えら れる 地域に！

自己肯定感を 高める 教育、生き る 力を 育める地域

地域の大人（ 親や先生以外の大人） が叶える→郷土愛を 育める

社会の変化が激し さ →成人教育の価値も 高まる

北播磨には県内の教育資源が集中（ 兵教大、 嬉野台生教セ、 教研）

地域で応援、 選択でき る 、 交流がある

安心し て子供を預けら れる ＝地域が家族

（ おじ いち ゃ ん、 おばあちゃ ん田植え学校）

見守り 合い、 安心し てつながれる

色々な選択肢がたく さ んある 地域、 移住し たく なる地域

メ ッ カ の創生（ 世界に誇れる 伝統産業）

私たち がつく る町・ 地域・ 日常

ち ょ う どよ い自然、 誇れる 文化（ 世界に誇れる 山田錦

不便がない生活環境（ 神戸、 姫路、大阪へのアク セス環境）

→新し い暮ら し ・ 働き 方を 提案でき る

田園都市、 豊かな自然、 海以外は全部ある

「 北播磨だから こ そでき る」 アナロ グなつながり

あっ て当り 前な自然、 その良さ に気づく 発見する

地域文化体験型（ 体験を 通し た気付き ）生活の中に農業がある

・ 田植え、食、 おにぎり 、 き き 酒、 地元食材、 川を 活かす

農業と 地域の人を つなぐ 農業スペシャ リ スト と コ ミ ュ ニケータ ー

ブラ ン ド 農作物（ 地域資産を 守り 発信する ）

北播磨の農作物は「 おいし い！」 統一ブラ ン ド （ 山田錦→北播磨米へ）

山田錦以外の様々な農作物が県外でも 知ら れる よ う に

・ のんびり 　 あっ たかい　 北播磨時間が標準時（ ８ ）

・ 次世代の「 やり たい！」 を叶えるグローカ ルな北播磨（ ６ ）

・ べっ ちょ ないがつなげる街（ ６ ）

・ ひょ う ごの中心で “べっ ちょ ない” をさ けぶ（ ５ ）

・ 恋し い、 帰り たく なる北播磨（ ４ ）

・ べっ ちょ ない長屋（ ３ ）

・ 今、 食べてるソ レ　 メ ード イン　 キタ ハリ マ！やで（ ３ ）

・ ちょ う どええと こ 北播磨（ ３ ）

・ ゆるいから こ そ良い。 みんな「 べっ ちょ ない！」 の北播磨（ ２ ）

・ 何でも 有るで、 出て行かんでも べっ ちょ ない！（ ２ ）

・ いいね！が言い合える北播磨（ ２ ）

・ 共に創ろう 北播磨（ ２ ）

・ 自分始めよう 　 そし て世界へ　 べっ ちょ ないで！！北播磨（ ２ ）

・ 子ども も 大人も 自然も 　 みんなが家族　 北播磨（ ２ ）

・ スタ ート は一歩踏み出すと こ ろから （ １ ）

・ 人生の先輩の背中をパク リ 、 自分を表現する地域（ １ ）

・ 読み書きそろばん北播磨国際村 w ow （ １ ）

・ きみの曇っ たハート 　 晴ら せてアゲよう 　 K ITA -H a r im a（ １ ）

・「 あり がと う 」 が「 あたり まえ」 のまち　 北播磨（ １ ）

・ ちょ う どよい自然学は、 べっ ちょ ない北播磨（ １ ）

・「 意外」 と 「 ええと こ 」（ １ ）

・ ぼちぼちな田舎暮ら し （ １ ）

・ 人と 地域がゆるく つながる北播磨（ １ ）

・「 だから できる」 北播磨（ １ ）

第１ 回 第２ 回 第３ 回 第４ 回 第５ 回

若者が地場産業に関わり 、広めている 　 若者が増えている

若者が地域で自分がやり たい仕事を し ている

若い人が生活基盤を 作る こ と ができ る

働き 方の変化で暮ら し が充実し ている

「 地方」のイ メ ージが変化

外から 来た人がゴルフ ァ ーと し て育つアカ デミ ーになっ ている

外の人が山田錦のエリ アと し て注目、日帰り 観光地と し て注目

地域外と の交流が活発になっ ている

文化芸術活動拠点になっ ている

外国人が多く 住む国際エリ アになっ ている

移住者が自然のゆたかさ を 満喫でき ている

若者が地域で趣味を 楽し める

若い年代が生活が充実でき る 地域（ スポーツ、自然など）

女性が楽し めるまち

（ フ ォ ト スポッ ト やおし ゃ れカ フ ェ 等が増える と か）

幅広い世代がスポーツ（ ゴルフ やテニス）を 楽し んでいる

みんなが健康に暮ら し ている

住民が自分たちの地域は自分たちがつく り 盛り 上げていく 地域

自治体が民に任すと こ ろ は任す、その活動を支援する 地域

発想が形になるまち 　 子ども が夢を 語れる 地域

地域の中での教育が充実し ている

子ども が商売を学べる 地域

子ども を 育てる、教える こ と ができ る 先生、地域

兵教大生が「 北播磨ええな」と 思っ て北播磨で先生になる

外から 勉強するために転入し にく る 人がいる（ 中学、高校）

女性が子育てと やり たいこ と を 両立し ている

子育て世代が安心し て暮ら せる 。共働き でも 子育てし やすい地域

子ども から お年寄り まで地元愛・ 誇り を 持っ ている

誇り を 持っ て住める まち 、郷土愛にあふれている 地域

大人が地域に誇り を 持っ て暮ら し 、その姿を子ども に見せら れている

子供が地域行事に参加する こ と を楽し みにし ている

地域で集まれる場があっ て近所の人たち のこ と を みんなが知っ ている

シニアが子育て、高齢者がいき いき する 居場所がある

地域の特性を 活かし ３ 世代交流など盛んな地域

子ども たち の幅広い交流がある

移動手段の充実

高齢者が交通手段に困っ ている ・ コ ン パク ト シティ

移動が簡易になる ・ 障害者が住める まち づく り

山田錦など誇れる も のを 引き 継いでく れる 若手が増える

若者（ デザイ ナー、農業研究者など）が職人・ 農家に技術指導し ている

産業職人が伝統を 守っ ている（ いいも のを 残す）

大企業の本社移転、誘致

データ で見る北播磨私たちが思う

地域の将来をイ メ ージ 自分の将来をイ メ ージ 北播磨ら し いの将来像を探る

社会の変化（ 主観） 社会の変化（ データ ）

地域像を象徴するキャ ッ チコ ピー

大事にし たいポイ ント ・ 要素

適度に田舎な北播磨

田園風景、豊かな水辺、都会と の差別化

自然と 共生する 地域、自然を後世に残す、田舎の良さ を残す

新し い田舎の生き 方ができ る

家族、子育て、伝統がある 地域愛のあふれる 地域

伝統文化を 継承する 地域（ 寺社、祭など）

地域の人自身が地元に密着、地域外の人が魅力を 感じ る

地域資産（ 農業、伝統、文化…）を 守り 発信する

全国展開を 視野にし た

山田錦などなんか尖っ た地域

「 だから でき る 」北播磨

いいね！が言い合える 地域

自然で遊べる

・ 公園が広く て多い　 ・ キャ ン プ、 コ テージ

・ 気球　 ・ ロ ード バイ ク 　 ・ サイ ク リ ン グ

・ ツ ーリ ン グ　 ・ ネスタ リ ゾート

・ 日本一ゴルフ 場多い

人柄がよ く 人と のつながり がある

・ 人柄も いい　 ・ 人間性やさ し い

・ 人がやさ し い　 ・ 人がおだやか　 ・ のんびり

・ 人のあたたかさ 　 ・ 人と のつながり 　 隣保

・ 元気な高齢者が多い

暮ら し やすいち ょ う どよい田舎

・ コ ン パク ト な田舎　 ・ ほどよいのどかさ 　 ・ 住みよ い場所

・ 意外と 便利　 ・ リ モート ワーク にも

日本の食や文化を支える 特産品や地場産業がある

・ ぶどう やいち ごなど、 果物が美味し い

・ 山田錦　 ご飯が美味し い　

・ 百日鶏　 焼鳥が美味し い　

・ 黒田庄牛肉・ ジビ エ

・ 播州ラ ーメ ン ・ B 級グルメ

・ 杉原紙・ 播州織・ 金物産業・ そろ ばん

都会から の距離感がいい

・ 交通の便がすごく いい

・ よ い距離感で都会にも 行き やすい

・ 都会から の距離感　 ・ 他市への距離感

・「 日本のへそ」 全国から 行き やすいし 来やすい

・ 東西南北に高速道路が北播磨にも 通っ ている

歴史的な文化も ある

・ 歴史的な文化が多い　 ・ 祭　 ・ 著名人

・ 県内の国宝建造物 6  箇所の内、 ３ つが北播磨にある

工業も 盛ん、 仕事がある

・ 工業団地　 ・ 外国の方も 多い

広い土地　 地価も ほどほど

・ マイ ホームが建てやすい　 ・ 家が多く ない

・ ソ ーシャ ルディ スタ ン ス取り やすい

子育てし やすい

・ 子育て環境 GOOD

・ コ ン パク ト な田舎

多様性、人間性、創造性が発揮でき る 壁のない境界のない地域

多様性を 認め合う 、受け容れる 、共生する 北播磨

（ 外国人、障がい者、女性、など）

住み続けたい地域

（ 仕事、行政、文化、利便性＝バラ ン スが取れている ）

便利な暮ら し の方法を 取り 入れつつ、

人のつながり 、人付き 合いはアナロ グを 大切にする 地域

地域愛を も つ人が増える 地域

ゆる さ

介護難民ゼロ を 目指す

若い世代がイ キイ キ暮ら せる・ 活躍し ていける地域

地域全体で受け入れる 地域

壁を 作ら ない地域

地域間の交流が盛んな地域

北播磨一体化構想・ 北播磨間のつながり

５ つの地域の個性を 出し ながら 一体化し た地域

他地域と つながる 北播磨（ 例： 関係人口）

「 地元と 世界が多彩につながる 」 北播磨

家族が豊かに生活でき 、 家族が住みたいと 思える 地域

日本一子供が楽し い子育てし やすい地域

子ども と お年寄り が融合し て暮ら せる 地域

子ども 達が多種多様な経験を でき る地域

郷土愛を 育める 地域（ 伝統文化の継承）

北播磨全域が身近に感じ ら れる 地域

（ 仕事、 教育、 文化、 利便性）

若い世代、 子ども たち が活動し たいでき る

＋地域愛がある

緑豊か、 自然豊か

・ 空気がき れい、 おいし い　 ・ 夜がし ずか

・ 星がき れい　 ・ 水がき れい　 ・ 河川が通っ ている

・ 鮎も いる 　 ・ 動物が多い　 ・ 生き 物がたく さ んいる

外から 入っ てき たと き に入り やすい

・ 工業団地など外から 人が入っ てき たと き にすっ と 入り やすい

・ 外の人を 受け入れる 下地がある

北播磨の強み・ 魅力
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